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MDRPMDRPの性質と特徴の性質と特徴

兵庫県立尼崎病院　検査部兵庫県立尼崎病院　検査部

幸福幸福 知己知己

第第1818回関西感染予防ネットワーク例会回関西感染予防ネットワーク例会 　　20072007年年11月月2020日日

⑤ 多剤耐性緑膿菌 （MDRP）

⑪ 多剤耐性結核菌 （MDRTB；INH、RFP）抗酸菌

⑩ 多剤耐性淋菌（ﾆｭｰｷﾉﾛﾝ、ﾍﾟﾆｼﾘﾝ、ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ、ｾﾌｪﾑ）

⑨ β-ﾗｸﾀﾏｰｾﾞ非産生ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ耐性ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ菌 （BLNAR）

⑧ AmpC型β-ﾗｸﾀﾏｰｾﾞ産生ｸﾞﾗﾑ陰性桿菌

　　　〔大腸菌、ｾﾗﾁｱ、ｴﾝﾃﾛﾊﾞｸﾀｰ等〕

⑦ 基質拡張型β-ﾗｸﾀﾏｰｾﾞ産生ｸﾞﾗﾑ陰性桿菌 （ESBL）

　　　〔大腸菌、肺炎桿菌、ﾌﾟﾛﾃｳｽ　ﾐﾗﾋﾞﾘｽ等〕

⑥ ﾒﾀﾛβ-ﾗｸﾀﾏｰｾﾞ産生ｸﾞﾗﾑ陰性桿菌 （MBL）

　　　〔緑膿菌、ｾﾗﾁｱ菌、ｱｼﾈﾄﾊﾞｸﾀｰ等〕

ｸﾞﾗﾑ陰性菌

④ ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ耐性腸球菌 （VRE）

③ ﾍﾟﾆｼﾘﾝ耐性肺炎球菌 （PRSP）

② ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ耐性黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌 （VRSA）

① ﾒﾁｼﾘﾝ耐性黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌 （MRSA）

ｸﾞﾗﾑ陽性菌

問題となる主な耐性菌問題となる主な耐性菌
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緑膿菌とは？緑膿菌とは？

緑膿菌とは？緑膿菌とは？

Pseudomonas Pseudomonas aeruginosaaeruginosa
（（シュードモナス　エルギノーザ）シュードモナス　エルギノーザ）

1872年： Schroeterが発見、命名

1882年：Gessardが緑に着色した包帯から初めて分離、培養

菌名は菌名は

血液寒天培地 マッコンキー寒天培地

トリメチルアミンの産生により、甘酸っぱい特有の強い臭気
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緑膿菌の特徴緑膿菌の特徴

１）１）長さ長さ1.51.5～～3.03.0μμmmののグラム陰性桿菌グラム陰性桿菌

６）典型的な日和見病原菌であり、健常者には無害

４）流し場、吸入器、花瓶の水などの４）流し場、吸入器、花瓶の水などの湿潤環境湿潤環境からから

　　高率に分離　　高率に分離

３）複数の３）複数の色素色素を産生するを産生する

２）ブドウ糖２）ブドウ糖非発酵菌非発酵菌であるである

５）一部の消毒薬に抵抗性がある

県立尼崎病院検査部ニュースより
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緑膿菌緑膿菌 大腸菌大腸菌

×1000 ×1000

一般的に緑膿菌は大腸菌と比べると一般的に緑膿菌は大腸菌と比べると細めで先細り細めで先細りのの
形態の場合が多い形態の場合が多い

ムコイド型緑膿菌ムコイド型緑膿菌

び慢性汎細気管支炎（DPB）、気管支拡張症などの

慢性気道感染症の患者の喀痰中によく見られる

喀痰グラム染色（×1000） ４８時間培養後のコロニー４８時間培養後のコロニー

血液寒天培地血液寒天培地

ﾏｯｺﾝｷｰ寒天培地ﾏｯｺﾝｷｰ寒天培地
菌体菌体

粘液粘液
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緑膿菌はこのバイオフィルムの中で生活

しているために、抗菌薬、消毒薬などが

浸透しにくく、白血球の貪食なども受け

にくい。

バイオフィルムバイオフィルム

ムコイドの主成分は、アルギン酸とよば

れる粘性の高いムコ多糖であり、菌体外

に分泌されたムコイドが菌体を覆い包ん

で、薄層（フィルム）を形成する。この

ような微生物が形成する薄層状のものを

バイオフィルムと呼ぶ。

走査型電子顕微鏡写真

http://ja.wikipedia.org/wiki/より

対照 非発酵菌非発酵菌 発酵菌発酵菌

ブドウ糖発酵能

乳糖・白糖利用

TSITSI（（triple sugar irontriple sugar iron））寒天培地寒天培地

ブドウ糖非発酵ブドウ糖非発酵
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グラム陰性桿菌グラム陰性桿菌

ブドウ糖ブドウ糖発酵発酵菌菌 ブドウ糖ブドウ糖非発酵非発酵菌菌

大腸菌の仲間大腸菌の仲間

　　　　　　・・・多くは腸管内の常在菌・・・多くは腸管内の常在菌

・・Escherichia coliEscherichia coli （（大腸菌）大腸菌）

・・KlebsiellaKlebsiella pneumoniaepneumoniae ((肺炎桿菌肺炎桿菌))

・・Proteus mirabilisProteus mirabilis ((プロテウス菌プロテウス菌))

・・SerratiaSerratia marcescensmarcescens ((セラチア菌セラチア菌))

・・EnterobacterEnterobacter cloacaecloacae ((クロアカ菌クロアカ菌))

・・SalmonallaSalmonalla sppspp.. ((サルモネラ菌サルモネラ菌))

・・ShigellaShigella sppspp.. ((赤痢菌赤痢菌))

　　・　　・
　　・　　・

緑膿菌の仲間緑膿菌の仲間

　　　　・・・多くが環境中にいる菌・・・多くが環境中にいる菌

・・Pseudomonas Pseudomonas aeruginosaaeruginosa ((緑膿菌緑膿菌))

・・Pseudomonas Pseudomonas putidaputida （（プチダ菌）プチダ菌）

・・BurkholderiaBurkholderia cepaciacepacia ((セパシア菌セパシア菌))

・・StenotrophomonasStenotrophomonas maltophilis maltophilis 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（マルトフィリア菌）マルトフィリア菌）

・・AcinetobacterAcinetobacter sppspp.. （（アシネト菌）アシネト菌）

　　・　　・

　　・　　・

＊今回記載した菌名の日本語表記は正式なものではありません。＊今回記載した菌名の日本語表記は正式なものではありません。

緑膿菌の産生する色素緑膿菌の産生する色素

１）１） ピオシアニン（ピオシアニン（緑色色素緑色色素））

２）２） ピオベルジン（ピオベルジン（蛍光黄緑色色素蛍光黄緑色色素））

３）３） ピオメラニン（ピオメラニン（黒褐色色素黒褐色色素））

４）４） ピオルビン（ピオルビン（赤色色素赤色色素））

５）５） 色素非産生株色素非産生株
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◆ 発育に特殊な栄養を必要としないため、増殖し
　 やすい。

◆ 土壌、淡水、海水中など、自然環境のいたると

　 ころに生息し、湿潤な環境を特に好む。

◆ ヒトや動物の消化管内部にも少数存在する。

　 健康な成人の約15%、病院内では30-60%が

　 保菌していると言われる。

緑膿菌の生息場所は？緑膿菌の生息場所は？

★ 緑膿菌は、熱に対する抵抗性は比較的弱く、特に

乾燥に弱い

★ 逆性石鹸やクロルヘキシジン（ヒビテン）など
　 に対する自然耐性が多い

逆性石鹸逆性石鹸の一種であるの一種であるセトリミドセトリミドにに抵抗性抵抗性があることを利用し、抗があることを利用し、抗
菌菌薬のナリジクス酸薬のナリジクス酸を加えた、を加えた、NAC (NAC (NalidicNalidic--Acid, Acid, CetrimideCetrimide) ) 培培
地が選択地が選択培地として培地として用いられ用いられるる。。

緑膿菌の抵抗性緑膿菌の抵抗性
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ネブライザー吸入器嘴管細菌検査ネブライザー吸入器嘴管細菌検査

食器乾燥機 導入前

　細菌発育なし

　細菌発育なし

　細菌発育なし

　細菌発育なし

　細菌発育なし

食器乾燥機 導入後

Pseudomonas aeruginosa
Serratia marcescens
Burkholderia cepacia

5

Serratia marcescens
Stenotrophomonas maltophilis4

Serratia marcescens
Pseudomonas sp.3

Pseudomon asaeruginosa
Burkholderia cepacia
Stenotrophomonas maltophilis

2

Pseudomonas aeruginosa
Serratia marcescens
Stenotrophomonas maltophilis

1

方法：ネブライザー吸入器嘴管内を滅菌水で充満後、滅菌水を全て回収し
　　　3000G、20分間遠心後、培養を行った。

県立尼崎病院データ（2003年）

主な緑膿菌感染症主な緑膿菌感染症

熱傷創感染症

慢性外耳道炎

慢性中耳炎
耳鼻感染症

複雑性尿路感染症尿路感染症

肺炎（膿胸）

びまん性汎細気管支炎（DPB）

気管支拡張症

慢性気管支炎

嚢胞性線維症

呼吸器感染症

敗血症

髄膜炎
全身感染症

辻　明良　緑膿菌の今日的意味（緑膿菌の病原因子）より
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材料別緑膿菌分離状況（県立尼崎病院）材料別緑膿菌分離状況（県立尼崎病院）

2006年（N=215）

呼吸器

84（39.1％）血液

9（4.2％）

IVH先端

1（0.5％）

眼脂

1（0.5％）耳漏

13（6.0％）

膿

32（14.9％）

消化器

10（4.7％）

泌尿器

65（30.2％）

血液培養総件数

血液培養陽性数

陽性率

分離菌 株数 (%) 株数 (%) 株数 (%) 株数 (%) 株数 (%)
S.aureus 40 20.5 79 37.4 50 22.6 31 13.4 21 19.3
     (MSSA)    (14) (7.2) (24) (11.4) (15) (6.8) (17) (7.4) (6) (5.5)
     (MRSA)    (26) (13.5) (55) (26.1) (35) (15.8) (14) (6.1) (15) (13.8)
CNS 64 32.8 41 19.4 48 21.7 76 32.9 31 28.4
S.pneumoniae 1 0.5 1 0.5 4 1.8 6 2.6 3 2.8
Streptococcus  spp. 15 7.7 14 6.6 15 6.8 2 0.9 3 2.8
Enterococcus  spp. 13 6.7 23 10.9 11 5.0 16 6.9 4 3.7
好気性GPR 7 3.6 3 1.4 7 3.2 5 2.2 0 0.0
嫌気性GPR 2 1.0 0 0.0 2 0.9 0 0.0 0 0.0

ｸﾞﾗﾑ陽性菌合計 142 72.8 161 76.3 137 62.0 141 61.0 68 62.4
E.coli 15 7.7 15 7.1 29 13.1 27 11.7 18 16.5
Klebsiella  spp. 6 3.1 9 4.3 12 5.4 21 9.1 8 7.3
Enterobacter cloacae 2 1.0 7 3.3 6 2.7 7 3.0 2 1.8
Serratia marcescens 4 2.1 0 0.0 0 0.0 3 1.3 1 0.9
Citrobacter freundii 4 2.1 1 0.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0
Salmonella  spp. 3 1.5 0 0.0 2 0.9 0 0.0 0 0.0
その他の腸内細菌 6 3.1 1 0.5 2 0.9 3 1.3 0 0.0

P.aeruginosa 2 1.0 0 0.0 6 2.7 6 2.6 2 1.8
その他のﾌﾞﾄﾞｳ糖非発酵菌 1 0.5 2 0.9 10 4.5 5 2.2 0 0.0
Haemophilus influenzae 2 1.0 1 0.5 0 0.0 2 0.9 0 0.0
好気性GNR 0 0.0 3 1.4 2 0.9 0 0.0 0 0.0
嫌気性GNR 5 2.6 1 0.5 2 0.9 2 0.9 3 2.8

ｸﾞﾗﾑ陰性菌合計 50 25.6 40 19.0 71 32.1 81 35.1 38 34.9
Candida albicans 1 0.5 3 1.4 7 3.2 11 4.8 3 2.8
Candida glabrata 2 1.0 1 0.5 1 0.5 3 1.3 1 0.9
Candida parapsilosis 0 0.0 1 0.5 1 0.5 5 2.2 2 1.8
Candida tropicalis 0 0.0 5 2.4 4 1.8 0 0.0 0 0.0

酵母様真菌合計 3 1.5 10 4.7 13 5.9 3 1.3 0 0.0

17.0 16.2
231 109
1360 671

2006(1-5)

221
1256

17.6

1139
195
17.1

1291
211
16.3

2002 2003 2004 2005

4位１位 2位 3位 5位分離数上位菌

血液培養分離菌年次推移（県立尼崎病院）血液培養分離菌年次推移（県立尼崎病院）

緑膿菌は血液培養分離菌の約２％を占める緑膿菌は血液培養分離菌の約２％を占める
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緑膿菌の耐性機構と薬剤感受性緑膿菌の耐性機構と薬剤感受性

CLDM（ﾀﾞﾗｼﾝ）リンコマイシンリンコマイシン

VCM（ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ） TEIC（ﾀｺﾞｼｯﾄﾞ）グリコペプタイドグリコペプタイド

LVFX（ｸﾗﾋﾞｯﾄ） CPFX（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ）フルオロキノロンフルオロキノロン

EM（ｴﾘｽﾛｼﾝ） AZM（ｼﾞｽﾛﾏｯｸ）マクロライドマクロライド

MINO（ﾐﾉｻｲｸﾘﾝ）テトラサイクリンテトラサイクリン

GM（ｹﾞﾝﾀｼﾝ） AMK（ｱﾐｶｼﾝ） ABK（ﾊﾍﾞｶｼﾝ）アミノ配糖体アミノ配糖体

SBT/CPZ（ｽﾙﾍﾟﾗｿﾞﾝ） TAZ/PIPC（ﾀｿﾞｼﾝ）ββﾗｸﾀﾑ＋ﾗｸﾀﾑ＋ββﾗｸﾀﾏｰｾﾞ阻害剤ﾗｸﾀﾏｰｾﾞ阻害剤

セフェムセフェム

ペニシリンペニシリン

IPM（ﾁｴﾅﾑ） MEPM（ﾒﾛﾍﾟﾝ） PAPMカルバペネムカルバペネム

CFPM（ﾏｷｼﾋﾟｰﾑ） CZOP（ﾌｧｰｽﾄｼﾝ）第第44世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ

AZT（ｱｻﾞｸﾀﾑ）モノバクタムモノバクタム

CTX（ｾﾌｫﾀｯｸｽ） CTRX（ﾛｾﾌｨﾝ） CAZ（ﾓﾀﾞｼﾝ）第第33世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ

CMZ（ｾﾌﾒﾀｿﾞﾝ） FMOX（ﾌﾙﾏﾘﾝ）ｵｷｻｾﾌｪﾑｵｷｻｾﾌｪﾑ

CTM（ﾊﾟﾝｽﾎﾟﾘﾝ）第第22世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ

CEZ（ｾﾌｧﾒｼﾞﾝ）第第11世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ

PCG（ﾍﾟﾆｼﾘﾝG）ABPC（ﾋﾞｸｼﾘﾝ） PIPC（ﾍﾟﾝﾄｼﾘﾝ）

抗菌薬の分類抗菌薬の分類
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リボゾームリボゾーム

mRNAmRNA

染色体染色体DNADNA

プラスミドプラスミドDNADNA

細胞質

細胞壁細胞壁合成阻害合成阻害

ββ--ラクタム薬ラクタム薬（ﾍﾟﾆｼﾘﾝ、ｾﾌｪﾑ、（ﾍﾟﾆｼﾘﾝ、ｾﾌｪﾑ、
　　　　　　　　　　　　ｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑ、ﾓﾉﾊﾞｸﾀﾑ）　　　　　　　　　　　　ｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑ、ﾓﾉﾊﾞｸﾀﾑ）
グリコペプチド薬グリコペプチド薬（ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ、ﾃｲｺﾌﾟﾗﾆﾝ）（ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ、ﾃｲｺﾌﾟﾗﾆﾝ）
ホスホマイシンホスホマイシン

アミノグリコシドアミノグリコシド
マクロライド、テトラサイクリンマクロライド、テトラサイクリン
クロラムフェニコールクロラムフェニコール

蛋白蛋白合成阻害合成阻害
核酸（核酸（DNADNA））合成阻害合成阻害

ニューキノロンニューキノロン

主な抗菌薬の作用メカニズム主な抗菌薬の作用メカニズム

１）グラム陰性菌には外膜がある１）グラム陰性菌には外膜がある

２）外膜にはエンドトキシン（２）外膜にはエンドトキシン（Lipid ALipid A））があるがある

３）外膜には３）外膜にはポーリンポーリンと呼ばれるタンパクの孔があると呼ばれるタンパクの孔がある

11

２２ ３３
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ﾎﾟｰﾘﾝ ﾎﾟｰﾘﾝ以外の透過 ﾎﾟｰﾘﾝの変異・欠損

排出蛋白化学修飾

DNA

β-ﾗｸﾀﾏｰｾﾞ

β-ﾗｸﾀﾏｰｾﾞ

修飾酵素

修飾酵素抗菌薬

不活化
（ｱﾐﾉ配糖体、他）

加水分解
不活化（β-ﾗｸﾀﾑ）

PBPs
PBPsの変異

抗菌薬の排出

DNAｼﾞｬｲﾚｰｽの変異

（ﾆｭｰｷﾉﾛﾝ）

外膜

緑膿菌の耐性機構緑膿菌の耐性機構

緑膿菌の今日的意味より

D2ﾎﾟｰﾘﾝの欠損

↓
イミﾍﾟﾈﾑ耐性
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ESBLESBL産生菌産生菌

メタロメタロ--ββ--ラクタマーゼ産生菌ラクタマーゼ産生菌

アミノグリコシド耐性アミノグリコシド耐性

（リン酸化、アセチル化、アミノ化）（リン酸化、アセチル化、アミノ化）

MRSAMRSA、、PRSPPRSP、、BLNARBLNARなどなど
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緑膿菌の緑膿菌のIPMIPM耐性（耐性（D2D2ポーリンポーリン）など）など 緑膿菌の緑膿菌のキノロン耐性キノロン耐性などなど

MDRP（多剤耐性緑膿菌）MDRPMDRP（（多剤耐性緑膿菌）多剤耐性緑膿菌）
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多剤耐性緑膿菌（多剤耐性緑膿菌（MDRPMDRP））とはとは

（（mmultiulti--ddrug rug rresistant esistant PPseudomonas seudomonas aeruginosaaeruginosa））

◆◆ MDRPMDRP感染症感染症は感染症法は感染症法55類定点把握類定点把握として届出が必要として届出が必要

感染症法における感染症法におけるMDRPMDRPの基準の基準

IPMIPM（（チエナム）チエナム）　　MICMIC　≧１６　≧１６μμgg/ml/ml
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　&&
AMKAMK（（アミカシン）アミカシン）　　MICMIC　≧３２　≧３２μμgg/ml/ml
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　&&
CPFXCPFX（（シプロキサン）シプロキサン）　　MICMIC　≧４　≧４μμgg/ml/ml
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oror
LVFXLVFX（（クラビット）クラビット）　　　　　　　　MICMIC　≧８　≧８μμgg/ml/ml

国立感染症研究所ホームページより
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国立感染症研究所ホームページより

国立感染症研究所ホームページより
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接触（接合）

RR--プラスミドによる伝播プラスミドによる伝播

““Class AClass A”” ESBLsESBLs（（ExtendedExtended--spectrum spectrum ßß--lactamaseslactamases））

““Class BClass B”” メタロ－メタロ－β－β－ラクタマーゼラクタマーゼ

““Class CClass C”” プラスミド性プラスミド性Class C Class C （（AmpCAmpC）） ßß--ラクタマーゼラクタマーゼ

耐性菌 感受性菌

プラスミド
(核外遺伝子)

耐性菌 耐性菌

リボゾームリボゾーム

mRNAmRNA

染色体染色体DNADNA

プラスミドプラスミドDNADNA

細胞質

国立感染症研究所ホームページより
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ＩＰＭ　　　　
（ﾁｴﾅﾑ）

ＭＥＰＭ　　
　（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

ＡＭＫ　　　
（ｱﾐｶｼﾝ）

ＧＭ　　　　
（ｹﾞﾝﾀｼﾝ）

ＣＡＺ　　　　
（ﾓﾀﾞｼﾝ）

ＣＰＦＸ　　　
（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ）

耐性

感受性

緑膿菌薬剤感受性あれこれ（ディスク拡散法）緑膿菌薬剤感受性あれこれ（ディスク拡散法）

ＩＰＭ　　　
（ﾁｴﾅﾑ）

ＭＥＰＭ　　
　（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

ＡＭＫ　　　
（ｱﾐｶｼﾝ）

ＧＭ　　　　
（ｹﾞﾝﾀｼﾝ）

ＣＡＺ　　　
（ﾓﾀﾞｼﾝ）

ＣＰＦＸ　　　
（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ）

ＩＰＭ　　　
（ﾁｴﾅﾑ）

ＭＥＰＭ　　
　（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

ＡＭＫ　　　
（ｱﾐｶｼﾝ）

ＧＭ　　　　
（ｹﾞﾝﾀｼﾝ）

ＣＡＺ　　　
（ﾓﾀﾞｼﾝ）

ＣＰＦＸ　　　
（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ）

ＩＰＭ　　　
（ﾁｴﾅﾑ）

ＭＥＰＭ　　
　（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

ＡＭＫ　　　
（ｱﾐｶｼﾝ）

ＧＭ　　　　
（ｹﾞﾝﾀｼﾝ）

ＣＡＺ　　　
（ﾓﾀﾞｼﾝ）

ＣＰＦＸ　　　
（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ）

ＩＰＭ　　　
（ﾁｴﾅﾑ）

ＭＥＰＭ　　
　（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

ＡＭＫ　　　
（ｱﾐｶｼﾝ）

ＧＭ　　　　
（ｹﾞﾝﾀｼﾝ）

ＣＡＺ　　　
（ﾓﾀﾞｼﾝ）

ＣＰＦＸ　　　
（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ）

ＩＰＭ　　　
（ﾁｴﾅﾑ）

ＭＥＰＭ　　
　（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

ＡＭＫ　　　
（ｱﾐｶｼﾝ）

ＧＭ　　　　
（ｹﾞﾝﾀｼﾝ）

ＣＡＺ　　　
（ﾓﾀﾞｼﾝ）

ＣＰＦＸ　　　
（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ）

ＩＰＭ　　　
（ﾁｴﾅﾑ）

ＭＥＰＭ　　
　（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

ＡＭＫ　　　
（ｱﾐｶｼﾝ）

ＧＭ　　　　
（ｹﾞﾝﾀｼﾝ）

ＣＡＺ　　　
（ﾓﾀﾞｼﾝ）

ＣＰＦＸ　　　
（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ）

幸福　知己ほか：兵庫県における臨床分離緑膿菌の各種注射用抗菌薬に対する感受性サーベイランス．
The Japanese Journal of Antibiotics 58：458-468，2005

GM/AMKGM/AMK

耐性薬剤耐性因子

GMANT（2”)ｱﾃﾞﾆﾙ化

GM,TOBAAC（3’）-Ⅲ

GMAAC（3’）-Ⅰ

GM,AMKAAC（6’）-4

GMAAC（6’）-3

ｱｾﾁﾙ化

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

≦１ 2 4 8 16 32 64 >64

GM

AMK

μg/ml

0

50

100

150

200

250

300

350

≦１ 2 4 8 16 32 64 >64

GM AMK

μg/ml

95.684AMK

91.342GM

S%MIC90MIC50

N=766N=766

S I R 計

S 699 17 16 732
I 4 4

R 4 26 30
計 699 21 46 766

GM

AMK

ＧＭ耐性株に対して開発されたのがＡＭＫなＧＭ耐性株に対して開発されたのがＡＭＫな
のでのでＧＭ耐性でもＡＭＫ感受性は存在しますＧＭ耐性でもＡＭＫ感受性は存在します。。
従って感染症法ではアミノグリコシド耐性は従って感染症法ではアミノグリコシド耐性は
ＡＭＫで判定するようになっています。ＡＭＫで判定するようになっています。
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S I R

S 630 21 26 677

I 2 4 22 28

R 5 3 53 61

637 28 101 766

計

計

MEPM

IPM

幸福　知己ほか：兵庫県における臨床分離緑膿菌の各種注射用抗菌薬に対する感受性サーベイランス．
The Japanese Journal of Antibiotics 58：458-468，2005

MEPM/IPMMEPM/IPM感受性成績比較感受性成績比較

ﾎﾟｰﾘﾝ孔ﾎﾟｰﾘﾝ孔 ：： CC、、D2D2、、E1E1、、F?F?　　　　　　MEPMMEPMははD2D2以外（以外（CCなど）を透過など）を透過??
　　　　　　　　　　・・・・・・D2D2ﾎﾟｰﾘﾝ欠損株？ﾎﾟｰﾘﾝ欠損株？

MBL（メタロ-β-マーゼ）MBLMBL（（メタロメタロ--ββ--マーゼ）マーゼ）
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MPIPC

ｾﾌｪﾑｾﾌｪﾑ

ﾍﾟﾆｼﾘﾝﾍﾟﾆｼﾘﾝ

IPM（ﾁｴﾅﾑ）,MEPM（ﾒﾛﾍﾟﾝ）,PAPMｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑ

CFPM（ﾏｷｼﾋﾟｰﾑ）,CZOP（ﾌｧｰｽﾄｼﾝ）第４世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ第４世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ

AZT（ｱｻﾞｸﾀﾑ）ﾓﾉﾊﾞｸﾀﾑﾓﾉﾊﾞｸﾀﾑ

CTX（ｾﾌｫﾀｯｸｽ）,CAZ（ﾓﾀﾞｼﾝ）,CTRX第３世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ第３世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ

FMOX（ﾌﾙﾏﾘﾝ）ｵｷｻｾﾌｪﾑｵｷｻｾﾌｪﾑ

CMZ（ｾﾌﾒﾀｿﾞﾝ）ｾﾌｧﾏｲｼﾝｾﾌｧﾏｲｼﾝ

CTM（ﾊﾟﾝｽﾎﾟﾘﾝ）第２世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ第２世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ

CEZ（ｾﾌｧﾒｼﾞﾝ）第１世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ第１世代ｾﾌｧﾛｽﾎﾟﾘﾝ

PIPC（ﾍﾟﾝﾄｼﾘﾝ）ｳﾚｲﾄﾞﾍﾟﾆｼﾘﾝｳﾚｲﾄﾞﾍﾟﾆｼﾘﾝ

ABPC（ﾋﾞｸｼﾘﾝ）ｱﾐﾉﾍﾟﾆｼﾘﾝｱﾐﾉﾍﾟﾆｼﾘﾝ

PCG（ﾍﾟﾆｼﾘﾝG）ﾍﾟﾆｼﾘﾝﾍﾟﾆｼﾘﾝGG

ββﾗｸﾀﾑ系薬の分類ﾗｸﾀﾑ系薬の分類

N

S

O

R 6

ペニシリン系
（penam）

N

セファロスポリン系

（cephem）

S

O

R1 7

3
R2

ββラクタム環ラクタム環

ββラクタマーゼとはラクタマーゼとは

細菌が産生する酵素細菌が産生する酵素

ででβ－β－ラクタム薬をラクタム薬を

特異的に加水分解す特異的に加水分解す

る酵素である。る酵素である。

P P ：： プラスミドプラスミドDNADNA、、C C ：： 染色体染色体DNADNA
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６）６）多剤耐性化多剤耐性化（アミノ糖やﾆｭｰｷﾉﾛﾝ（アミノ糖やﾆｭｰｷﾉﾛﾝ
　　　　など）を示すこともある。など）を示すこともある。

MBL (MBL (metallometallo ββ--lactamaseslactamases))とはとは

１）１）AmblerAmblerの分子分類ではの分子分類ではClassBClassBに属するに属する

２）活性中心に亜鉛をもつという特徴がある。２）活性中心に亜鉛をもつという特徴がある。

３）メルカプト化合物や３）メルカプト化合物やEDTAEDTAで阻害される。で阻害される。

４）４）ペニシリン系、セフェム系、セファマイシン系、ペニシリン系、セフェム系、セファマイシン系、
　　　　カルバペネム系のほとんどの薬剤に耐性カルバペネム系のほとんどの薬剤に耐性を示す。を示す。

５）アズトレオナム、ピペラシリン５）アズトレオナム、ピペラシリン
　　　　に感受性を示す事が多い。に感受性を示す事が多い。

７７））プラスミド上に存在し、菌種をプラスミド上に存在し、菌種を
　　　　越えて伝播する越えて伝播する

８８））遺伝子型の多くは遺伝子型の多くはIMPIMP型型である。である。

過去５年間の過去５年間のMBLMBL産生菌検出状況（菌種別）産生菌検出状況（菌種別）

(0.5)226(0.5)53(0.3)34(0.3)25(0.4)54(0.7)60Total
(2.4)25(0.6)3(1.5)4(0)0(30.0)9(23.7)9Other organisums
(1.5)4(0)0(2.8)1(0)0(0)0(6.7)3P.rettgeri
(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0P.vulgaris
(0.1)1(0)0(0)0(0)0(0)0(0.6)1M.morganii
(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0P.mirabilis
(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0E.aerogenes
(0.1)2(0)0(0.4)2(0)0(0)0(0)0K.oxytoca
(0.3)4(0)0(0)0(0)0(1.3)4(0)0C.freundii
(1.4)40(1.2)6(1.2)2(1.9)11(1.1)8(3.4)13Acinetobacter spp.
(0.1)3(0.2)1(0.2)1(0)0(0.1)1(0)0E.cloacae
(2.1)65(2.4)12(0.94(0.8)5(2.2)18(4.2)26S.marcescens
(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0K.pneumoniae
(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0(0)0E.coli
(0.5)82(1.0)31(0.7)20(0.3)9(0.4)14(0.3)8P.aeruginosa

total２００４２００３２００２２００１２０００

No.(%)of MBL-producing isolates
Organism

近畿耐性菌研究会データ（滋賀成人病センター西尾）
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MDRPMDRP検出の実際検出の実際

県立尼崎病院における同定・感受性の流れ県立尼崎病院における同定・感受性の流れ
喀痰（P2）

検体検体
ｸﾞﾗﾑ染色ｸﾞﾗﾑ染色

培養培養

同定・感受性同定・感受性

血液寒天培地 MRSAｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

寒天培地2日目

3日目

結果報告

Positive Combo 6.1J（DADE BEHRING）

１日目

中間報告

血液寒天培地 ﾏｯｺﾝｷｰ寒天培地
MRSA緑膿菌

MRSA最終報告

MDRP最終報告

MBLは？？

ＭＲＳＡ中間報告
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MDRPMDRP報告までの流れ報告までの流れ

同定同定

感受性感受性

Neg Combo Panel Type6.12J（DADE BHERING）

同定・感受性試験の結果は１８時間後に同定・感受性試験の結果は１８時間後に
自動で読み取り、判定される自動で読み取り、判定される

細菌検査自動機器細菌検査自動機器　　　　　　　　　　
（（WalkAwayWalkAway 4040：：デイドベーリング）デイドベーリング）
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２ ４ ８ １６
AZTAZT（（ｱｻﾞｸﾀﾑ）ｱｻﾞｸﾀﾑ）

（μg/ml） AZTAZTののMICMIC（（最小発育阻止濃度）は最小発育阻止濃度）は

１６１６μμgg/ml/mlですです

薬剤感受性の判定薬剤感受性の判定

１ ２ ４ ８

IPMIPM（（ﾁｴﾅﾑ）ﾁｴﾅﾑ）

（μg/ml） IPMIPMののMICMIC（（最小発育阻止濃度）は最小発育阻止濃度）は

＞８＞８μμgg/ml/mlですです

IPM（ﾁｴﾅﾑ）　　 ：　＞８μg/ml
AMK（ｱﾐｶｼﾝ）　 ： ＞３２μg/ml
CPFX（ｼﾌﾟﾛｷｻﾝ） ： ＞２μg/ml

MDRPMDRPの基準薬剤の基準薬剤
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県立尼崎病院での県立尼崎病院でのMDRPMDRP検出時の報告例検出時の報告例

IPM　

（ﾁｴﾅﾑ）

MEPM
（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

2-MPA

CAZ　　

（ﾓﾀﾞｼﾝ）

CFPM　　　　

（ﾏｷｼﾋﾟｰﾑ）

赤矢印赤矢印のようなのような阻害帯の形成阻害帯の形成が認められればが認められればMBLMBL産生株産生株
と判定しますと判定します

22メルカプトプロピオン酸（メルカプトプロピオン酸（22--MPAMPA））阻害試験阻害試験

MBLMBL（（メタロメタロ--ββ--ラクタマーゼ）産生の確認試験ラクタマーゼ）産生の確認試験

IPM　

（ﾁｴﾅﾑ）

MEPM
（ﾒﾛﾍﾟﾝ）

2-MPA

CAZ　　

（ﾓﾀﾞｼﾝ）

CFPM　　　　

（ﾏｷｼﾋﾟｰﾑ）

MDRPMDRP（（MBLMBL産生産生）） MDRPMDRP（（MBLMBL非産生非産生））



26

県立尼崎病院での県立尼崎病院でのMDRPMDRP検出時の報告例検出時の報告例

MBLMBL産生産生MDRPMDRPであり院内感染対策上であり院内感染対策上
極めて重要な耐性菌です極めて重要な耐性菌です

緑膿菌サーベイランスの実際緑膿菌サーベイランスの実際
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Ignazzo Vol. 2, p. 4より
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県立尼崎病院における緑膿菌の薬剤感受性率年次推移県立尼崎病院における緑膿菌の薬剤感受性率年次推移
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新規患者数

MDRP MBL産生緑膿菌 ESBL産生大腸菌

県立尼崎病院における薬剤耐性菌月別分離患者数県立尼崎病院における薬剤耐性菌月別分離患者数

MBL産生緑膿菌　　　　
警告限界（平均＋２SD）

MDRP　警告限界（平均＋２SD）

ESBL産生大腸菌　　　　
警告限界（平均＋２SD）

県立尼崎病院における緑膿菌分離一覧（月報）県立尼崎病院における緑膿菌分離一覧（月報）

PIPC CAZ C/S IPM MEPM GM AMK CPFX

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 神経内科 ４Ｆ－Ｅ 421 △△△△ 中間尿 　　　　　GM 02063734 S S S S S R R S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 小児科 ４Ｆ－Ｗ 485 △△△△ 中間尿 　　　I        L 02063724 S S S R S S S I

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 外　科 ５Ｆ－Ｅ 503 △△△△ 開放性膿 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 外　科 ５Ｆ－Ｅ 53B △△△△ 喀出痰 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 泌尿器科 ＳＩＣＵ 591 △△△△ カテーテル尿 PCS　　GML 02063734 R R R S S R I R

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 外　科 ＳＩＣＵ 590 △△△△ 吸引痰 　　　　　GM 02063722 S S S S S R I S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 泌尿器科 ５Ｆ－Ｗ 575 △△△△ 中間尿 PCS　　GML 02063724 R R R S S R I R

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 泌尿器科 ５Ｆ－Ｗ 585 △△△△ 中間尿 PCS　　GML 02063734 R R R S S R I R

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 泌尿器科 ５Ｆ－Ｗ 587 △△△△ 吸引痰 PCS　　GML 02061724 R R R S S R I R

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 泌尿器科 ５Ｆ－Ｗ 582 △△△△ カテーテル尿 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 泌尿器科 ５Ｆ－Ｗ 562 △△△△ 開放性膿 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 循環器科 ６Ｆ－Ｅ 613 △△△△ 吸引痰 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 循環器科 ６Ｆ－Ｗ 660 △△△△ カテーテル尿 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 血液内科 ６Ｆ－Ｗ 651 △△△△ 静脈血 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 耳鼻咽喉科 ７Ｆ－Ｅ 731 △△△△ 耳漏（右） 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 呼吸器内科 ７Ｆ－Ｗ 78B △△△△ 中間尿 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 血液内科 ７Ｆ－Ｗ 781 △△△△ 舌苔 02060622 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 呼吸器内科 ７Ｆ－Ｗ 762 △△△△ 吸引痰 PCS　　　　 02041724 R I I S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 整形外科 ８Ｆ－Ｗ 88B △△△△ 開放性膿 02063724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 神経内科 ＣＩＣＵ 290 △△△△ 吸引痰 02061724 S S S S S S S S

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 血液内科 ＭＩＣＵ CB1 △△△△ 静脈血 　　　　　GML 02067724 S S S S S R I R

＊月＊日 ＊月＊日 ×××× ○○○○ 神経内科 ＭＩＣＵ 690 △△△△ 吸引痰 42063724 S S S S S S S S

薬剤感受性（S：感性、I：中間、R：耐性）
ﾊﾞｲｵﾀｲﾌﾟ耐性型別材料医師名病室受付日 入院日 検体№ 患者名 依頼科 病棟
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ＭＢＬ産生菌ＭＢＬ産生菌 ：： 33株／株／766766株（０．４％）株（０．４％）

幸福　知己ほか：兵庫県における臨床分離緑膿菌の各種注射用抗菌薬に対する感受
性サーベイランス．The Japanese Journal of Antibiotics 58：458-468，2005

20042004年　兵庫県緑膿菌サーベイランス　（兵庫県下年　兵庫県緑膿菌サーベイランス　（兵庫県下 ２９施設）２９施設）

MDRP MDRP ：： 77株株/766/766株株 （（0.9%0.9%）） 内内 ＭＢＬ産生菌０株ＭＢＬ産生菌０株

MDRP：11/825（1.3%）内 MBL産生菌 8株（72.7%)

近畿耐性菌研究会データ、赤木　征宏、水谷　哲

20062006年　近畿耐性菌研究会　（近畿地区年　近畿耐性菌研究会　（近畿地区 88施設）施設）

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

マックスマックス ﾙｰｼｰﾙｰｼｰ


